
令和5年度までにめざす姿

№13 健康づくりの推進＜国民健康保険・後期高齢者医療＞
(町民生活課)

令和２年度にめざした活動

〇国民健康保険・後期高齢者医療の安定的な運営を図ります。
〇被保険者の健康維持・増進を図ります。

令和２年度にめざした成果

①国民健康保険及び後期高齢者医療の被保険者が、心身ともに健康に過ごせるように、医療費及び
健診データを活用して支援します。
②後期高齢者医療の保険料徴収率の向上を目指します。
③後発医薬品の使用率の向上を目指します。

①健診結果から、生活指導及び医療の受診が必要な方に対する訪問・保健指導を行います。
①特定健診の未受診者への通知及び電話による受診勧奨を強化します。
②保険料徴収率をあげるため戸別訪問の実施を行います。
③後発医薬品の使用を高めるため差額通知を年４回送ります。

令和２年度の成果

①電話による受診勧奨により、受診のきっかけとなっ
たと評価を得ています。
②保険料徴収率は、Ｈ29 98.85％，Ｈ30 99.50％
Ｒ1 99.25％となっています。
③国保の後発医薬品の使用割合(数量シェア)は80%を
超えています。

令和３年度以降の方策

(1) 達成できた事項をさらに伸ばす方策

(2) 解決すべき問題への方策

(3) 新たに取組む方策

①勧奨方法の評価を行い、効果的な受診勧奨を行います。また、タイプ別に受診勧奨を行います。
③後発医薬品の使用率を上げるために引き続き広報とジェネリック差額通知の送付を行います。

令和２年度の問題

①健診受診勧奨について継続して行い、受診率を向上
させる必要があります。
②徴収率をＨ30実績以上にする必要があります。
③特別医療費助成制度対象者は、医療費の自己負担額
が少額となるため、後発医薬品の使用率は上がりにく
くなっています。

①医療費増加の主な要因となっている生活習慣病関連の疾患について医療費分析を行い、重症化予防を進めます。
①ＡＩを活用したタイプ別受診勧奨を行います。

①健診で異常があった方に対し、生活習慣改善の動機づけを行います。
また、個々のニーズに合わせた健康教室運営を行います。

②滞納者管理を引き続き強化します。
③後発医薬品の使用状況について 差額通知書の発送と保険証交付時のお知らせ文で意識の啓発を行います。
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